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東
教
育
財
団
で
は
、
大
阪
市
中
央
区

内
の
学
校
教
育
並
び
に
社
会
教
育
の
育

成
と
地
域
文
化
の
振
興
に
寄
与
す
る
た

め
、
学
校
教
育
活
動
及
び
社
会
教
育
団

体
等
が
行
う
社
会
教
育
活
動
・
生
涯
学

習
活
動
、
地
域
文
化
・
ま
ち
づ
く
り
活

動
に
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

令
和
四
年
度
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
予
防
措
置
等
に
よ
り
、
助
成

対
象
事
業
を
中
止
又
は
変
更
す
る
団
体

が
あ
り
、
そ
の
結
果
、
助
成
件
数
は
、

助
成
決
定
件
数
よ
り
三
件
減
の
七
三

件
、
助
成
金
の
総
額
は
、
一
、
四
六
〇

万
二
千
円
と
な
り
ま
し
た
。 

 

助
成
金
の
種
別
ご
と
の
助
成
件
数
・

金
額
、
助
成
対
象
事
業
の
具
体
例
は
次

の
と
お
り
で
す
。 

  

中
央
区
内
の
幼
稚
園
、
小
学
校
及
び 

   

    

 

 

中
学
校
に
対
し
て
、
二
〇
件
、
総
額
六
三

二
万
二
千
円
の
助
成
を
行
い
ま
し
た
。 

「
自
然
体
験
を
通
し
て 

 
 
 
 

 

豊
か
な
心
を
育
む
活
動
」 

  
 

            

 

玉
造
幼
稚
園
で
は
、
収
穫
す
る
喜
び
や 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

    

季
節
の
移
り
変
わ
り
、
命
の
尊
さ
等
を
感

じ
て
も
ら
う
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
野
菜
や

季
節
の
花
の
栽
培
、
ウ
サ
ギ
な
ど
園
で
飼

育
し
て
い
る
小
動
物
の
世
話
等
を
園
児

に
体
験
し
て
も
ら
う
取
組
を
行
い
ま
し

た
。 

 
 
 
 

 

（
助
成
額
一
三
万
円
）  

 
 

「
創
立
一
五
〇
周
年
記
念
事
業
」 

 
 

  

            

高
津
小
学
校
で
は
、
創
立
一
五
〇
周
年

を
記
念
し
て
、
小
学
校
の
歴
史
・
現
況
や

「
児
童
の
夢
」
を
掲
載
し
た
記
念
誌
を
作

成
し
、
関
係
者
に
配
付
し
ま
し
た
。 

 
  

（
助
成
額
四
五
万
円
） 

  

 

    

「
吹
奏
楽
部
活
動 

お
よ
び
地
域
交
流
を 

目
的
と
し
た
演
奏
会
」 

        

東
中
学
校
吹
奏
楽
部
で
は
、
コ
ロ
ナ

禍
で
活
動
は
制
限
さ
れ
た
も
の
の
、
コ

ン
ク
ー
ル
へ
の
出
場
、
学
校
行
事
（
文

化
発
表
会
、
卒
業
式
な
ど
）
や
地
域
行

事
（
中
央
区
民
ま
つ
り
な
ど
）
で
の
演

奏
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
３
月

末
に
は
地
域
で
お
世
話
に
な
っ
た
す

べ
て
の
方
々
を
招
待
し
て
定
期
演
奏

会
「
サ
ン
ク
ス
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催

し
ま
し
た
。（
助
成
額
三
四
万
五
千
円
） 

（
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
を
植
え
て
い
る
様
子
） 

（
「区
民
ま
つ
り
」
で
の
演
奏
風
景
） 
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学
校
教
育
事
業
助
成 

 

（
創
立
一
五
〇
周
年
記
念
誌
） 

令
和
四
年
度
に
助
成
し
た
事
業
を
紹
介
し
ま
す 

東
教
育
財
団
だ
よ
り 



 
 （２） 

 
 

 
社
会
教
育
団
体
に
対
し
て
、
一
〇
件
、

総
額
二
九
五
万
円
の
助
成
を
行
い
ま
し

た
。 

「
区
民
の
体
力
づ
く
り
と
ス
ポ
ー
ツ 

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興
事
業
」 

          

中
央
区
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会

で
は
、
区
民
の
体
力
づ
く
り
と
ス
ポ
ー

ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興
に
寄
与

す
る
た
め
、「
区
長
杯
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ

―

ル
大
会
」、「
中
央
区
民
ま
つ
り
」
で

の
「
ミ
ニ
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
体
験
コ
ー
ナ 

          
  

  

ー
」・「
ボ
ッ
チ
ャ
体
験
コ
ー
ナ
ー
」、「
中

央
区
フ
ァ
ミ
リ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
」、

「
中
央
区
民
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
ニ
バ
ル
」等

を
開
催
し
ま
し
た
。 （

助
成
額
二
五
万
円
） 

「
高
齢
者
の
生
き
が
い
と 

健
康
づ
く
り
推
進
事
業
」 

中
央
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、

会
員
の
体
力
向
上
や
相
互
の
親
睦
を
図

る
と
と
も
に
、
フ
レ
イ
ル
予
防
や
高
齢 

      

 

者
の
孤
独
・
閉
じ
こ
も
り
の
防
止
に
つ

な
げ
る
た
め
、「
室
内
ペ
タ
ン
ク
大
会
」、

「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
や
「
見 

                             

  

学
研
修
会
」
等
を
実
施
し
ま
し
た
。 

（
助
成
額
二
五
万
円
） 

  

生
涯
学
習
団
体
に
対
し
て
、
五
件
、
総

額
五
〇
万
円
の
助
成
を
行
い
ま
し
た
。 

「
南
大
江
小
学
校
生
涯
学
習
ル
ー
ム
」 

南
大
江
小
学
校
生
涯
学
習
ル
ー
ム
で

は
、
地
域
住
民
の
交
流
を
深
め
る
と
と
も

に
、
学
習
意
欲
を
高
め
る
た
め
、「
大
人

の
習
字
教
室
」
や
「
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
講
座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 

（
助
成
額
一
〇
万
円
） 

                              

  

 
 

  

中
央
区
内
の
地
域
文
化
の
振
興
に
寄

与
す
る
事
業
を
行
う
団
体
に
対
し
て
、

二
五
件
、
総
額
三
一
八
万
円
の
助
成
を

行
い
ま
し
た
。 

「
い
ま
も
息
づ
く
空
堀
の
歴
史
・
文
化 

『
ホ
ン
モ
ノ
体
験
と
伝
承
』
」 

          

空
堀
ま
ち
な
み
井
戸
端
会
で
は
、
実

際
の
体
験
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
よ
る
体
験
を
活

用
し
、
空
堀
の
魅
力
を
次
の
世
代
に
継

承
し
て
い
く
た
め
の
活
動
と
し
て
、「
空

堀
ま
ち
な
み
寄
席
」、「
ま
ち
歩
き
」、「
空 

         
 

  

 

            

（
室
内
ペ
タ
ン
ク
大
会
風
景
） 

（
大
人
の
習
字
教
室
風
景
） 

（
空
堀
か
る
た
大
会
風
景
） 

社
会
教
育
事
業
助
成 

生
涯
学
習
事
業
助
成 

地
域
文
化
事
業
助
成 



   
 

（３）  

堀
か
る
た
大
会
」
等
を
開
催
す
る
と
と
も

に
、「
空
堀
か
わ
ら
ば
ん
」
の
発
行
等
魅

力
発
信
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

 

（
助
成
額
一
五
万
円
） 

「
中
央
区
民
ま
つ
り
事
業
」 

 
 

       

 

中
央
区
民
ま
つ
り
実
行
委
員
会
で
は
、

十
月
十
六
日
（
日
）
に
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
誰
も
が
気
軽
に
参
加
し
楽
し
め

る
、区
民
の
創
意
・
工
夫
を
凝
ら
し
た「
中

央
区
民
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

本
年
は
、
三
年
ぶ
り
に
難
波
宮
跡
で
の

開
催
と
な
り
、
ス
テ
ー
ジ
催
物
九
プ
ロ
グ

ラ
ム
、
コ
ー
ナ
ー
催
物
三
六
コ
ー
ナ
ー
を 

                 

  

実
施
し
、
参
加
者
は
延
べ
三
万
五
千
人

に
上
り
ま
し
た
。 

（
助
成
額
一
五
万
円
） 

「
あ
っ
た
か
ま
ち
祭
り
」 

 

あ
っ
た
か
ま
ち
祭
り
実
行
委
員
会
で

は
、
都
心
の
憩
い
の
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
り
、

災
害
時
の
一
時
避
難
場
所
で
も
あ
る
北

大
江
公
園
に
お
い
て
、
都
心
生
活
の
魅

力
の
向
上
や
自
主
防
災
活
動
の
推
進
に 

向
け
た
参
加
体
験
型
の
手
づ
く
り
イ
ベ

ン
ト
「
あ
っ
た
か
ま
ち
祭
り
」
を
開
催

し
、
工
作
・
ク
ラ
フ
ト
体
験
や
マ
シ
ュ

マ
ロ
食
料
づ
く
り
体
験
、
避
難
体
験
、

防
災
ク
イ
ズ
等
を
実
施
し
ま
し
た
。 

（
助
成
額
一
五
万
円
） 

                         

    

中
央
区
内
の
地
域
ま
ち
づ
く
り
の
振

興
に
寄
与
す
る
事
業
を
行
う
団
体
に
対

し
て
、
一
三
件
、
総
額
一
六
五
万
円
の
助

成
を
行
い
ま
し
た
。 

「
中
大
江
校
下
桜
ま
つ
り
お
茶
会
」 

               

中
大
江
校
下
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

古
典
伝
統
芸
能
「
能
」
や
「
茶
道
」
等
を

通
し
て
地
域
の
魅
力
を
発
信
し
、
地
域
の

特
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
中
大
江
公
園
に
お
い
て
、「
桜

ま
つ
り
お
茶
会
」
を
開
催
し
、
桜
の
花
の 

                   

 

  

下
、「
能
」
や
「
茶
道
」
の
立
礼
の
作
法

等
の
鑑
賞
や
、
和
菓
子
と
抹
茶
の
提
供

を
行
い
ま
し
た
。（
助
成
額
一
五
万
円
） 

「
玉
造
い
き
い
き
交
流
事
業
」 

玉
造
地
域
活
動
協
議
会
で
は
、
地
域

住
民
の
健
康
増
進
と
世
代
間
の
交
流
を

深
め
、
新
旧
住
民
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
目
的

に
、「
た
ま
つ
く
り
健
康
ハ
イ
キ
ン
グ
」

を
開
催
し
、
奈
良
今
井
町
の
街
並
み
見

学
の
後
、
馬
見
丘
陵
公
園
で
の
健
康
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

（
助
成
額
一
〇
万
円
） 

                                     

地
域
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成 

（

開

会

式

風

景

） 



  
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

                             

  
      

中
央
区
鎗
屋
町
一
丁
目
に
月
山
貞
一

旧
居
跡
の
大
阪
市
顕
彰
碑
が
あ
り
「
幕
末

か
ら
明
治
に
か
け
て
の
大
坂
新
刀
の
名

工
。
明
治
三
十
九
年
帝
室
技
芸
員
に
任
ぜ

ら
れ
、
一
門
は
現
在
な
お
各
地
で
栄
え
て

い
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

月
山
と
い
う
の
は
山
形
県
の
中
央
部

に
あ
る
、
羽
黒
山
・
湯
殿
山
と
並
ぶ
出
羽

三
山
の
最
高
峰
で
、
古
く
か
ら
修
験
道
の

聖
地
と
し
て
知
ら
れ
、
現
在
に
至
る
ま
で

多
く
の
人
々
の
信
仰
を
集
め
て
い
る
。 

       

中
世
の
出
羽
三
山
は
僧
坊
合
わ
せ
て

七
千
余
坊
あ
り
、
武
力
・
経
済
力
と
も
に

日
本
の
歴
史
を
左
右
す
る
ほ
ど
の
勢
力

を
持
っ
て
い
た
が
、
そ
の
背
景
に
な
っ
て 

え 

 

 
  

 

い
た
の
が
月
山
東
麓
に
い
た
月
山
刀

工
群
で
あ
る
。
こ
こ
で
作
ら
れ
た
刀

剣
は
月
山
物
と
呼
ば
れ
、
綾
杉
肌
（あ

や
す
ぎ
は
だ
）と
い
う
独
特
の
鍛
え

肌
を
見
せ
、
鎌
倉
時
代
か
ら
そ
の
名

が
知
ら
れ
て
い
る
。 

    

    

日
本
刀
と
い
う
の
は
柔
軟
な
芯
鉄

を
強
靱
な
刄
鉄
で
包
む
二
重
構
造

で
、
そ
れ
ぞ
れ
何
度
も
折
り
返
し
て

鍛
え
、
そ
の
鍛
え
目
が
研
ぎ
上
が
っ

た
刀
の
表
面
に
鍛
え
肌
と
し
て
あ
ら

わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
板
目
肌
・
柾
（ま
さ
）

目
肌
・
杢
（も
く
）目
肌
な
ど
と
呼
ば

れ
、
刀
剣
鑑
識
の
目
安
と
な
る
も
の

で
あ
る
が
、
月
山
派
の
み
は
波
を
う

っ
た
よ
う
な
独
得
の
肌
目
で
綾
杉
肌

と
呼
ば
れ
、
こ
の
一
門
相
伝
と
さ
れ

て
い
る
。 

 

 
 

 

 

      

月
山
派
は
室
町
末
期
ま
で
三
山
修
験

の
形
成
発
展
と
と
も
に
栄
え
た
が
、
江
戸

期
に
入
る
と
急
速
に
衰
え
て
し
ま
う
。
こ

れ
を
復
興
し
た
の
が
江
戸
末
期
の
月
山

貞
吉
で
、
現
在
の
山
形
県
河
北
町
か
ら
江

戸
を
経
て
、
大
坂
鎗
屋
町
へ
移
住
、
先
祖

以
来
の
綾
杉
鍛
を
再
興
す
る
と
と
も
に
、

明
治
か
ら
現
代
に
至
る
日
本
刀
の
一
大

流
派
と
い
う
べ
き
大
坂
月
山
派
の
基
を

開
い
て
い
る
。 

月
山
貞
吉
は
子
供
に
恵
ま
れ
ず
、
天
保

十
四
年
に
近
江
犬
上
郡
か
ら
養
子
を
も
ら

い
う
け
た
。
こ
れ
が
初
代
貞
一
で
あ
る
。

初
代
貞
一
は
十
代
こ
ろ
か
ら
鍛
刀
に
も
刀

身
彫
刻
に
も
優
れ
た
技
術
を
見
せ
、
現
代

で
も
多
く
の
愛
刀
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る

が
、
四
十
一
才
で
廃
刀
令
の
憂
き
目
に
出

会
っ
た
。
し
か
し
多
く
の
鍛
冶
が
転
業
し

て
行
く
な
か
で
鍛
刀
一
筋
に
生
き
、
明
治

三
十
九
年
に
は
遂
に
現
在
の
人
間
国
宝 

 

 

 
（
重
要
無
形
文
化
財
）
に
相
当
す
る
帝
室
技

芸
員
に
任
命
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。 

貞
一
の
子
に
月
山
貞
勝
が
い
て
大
正
か

ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
日
本
刀
刀
工
を 

代
表
し
、
そ
の
三
男
が
後
の
人
間
国
宝
二

代
月
山
貞
一
で
、
そ
の
後
月
山
家
は
現
在

の
月
山
貞
利
（
奈
良
県
無
形
文
化
財
）、
そ

の
子
の
貞
伸
と
続
い
て
い
る
。 

月
山
家
は
二
代
貞
一
の
晩
年
近
く
、
奈

良
の
三
輪
山
麓
、
山
の
辺
の
道
の
ほ
と
り

に
鍛
錬
場
を
移
し
て
い
る
が
、
日
本
刀
で  

         

 

一
つ
の
流
派
が
月
山
家
と
い
う
一
つ
の
家

系
で
守
り
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
は
他
に
例

が
な
い
。
ま
た
家
系
の
綾
杉
だ
け
で
な
く
、

備
前
伝
・
相
州
伝
な
ど
い
く
つ
も
の
鍛
法

を
巧
み
に
こ
な
し
、
注
文
主
の
好
み
に
も

応
じ
て
い
る
の
も
、
い
か
に
も
大
坂
新
刀

の
刀
工
ら
し
さ
を
伝
え
る
大
阪
の
誇
り
で

あ
る
。 

         

 

 

（
月
山
鍛
錬
場
風
景
） 

（重要
美
術
品

 

太
刀 

銘 

月
山
） 

月
山
銘
の
作
品
で
は
一
番
古
い
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